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人の和と豊かな実りに
新たな希望が持てるまち　なかたね

  令和元年５月１日撮影

広 報

輝く未来に種子まくまち中種子町
時代の幕開け新
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町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

風
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
４
月
16
日
告
示
さ
れ
た

町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多

く
の
方
々
の
温
か
い
ご
声
援
と

ご
厚
情
、
ご
理
解
を
賜
り
、
再

度
町
政
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
１
期
目
に
お
き
ま
し

て
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
賜
り
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
運
営

が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
が
終
わ
り
令
和
の
時
代

に
入
り
ま
し
た
。
時
代
は
変
わ
れ

ど
、
町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
が

豊
か
で
、
希
望
を
持
て
る
中
種

子
町
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
「
農
林
水
産

業
の
振
興
」
や
「
観
光
産
業
な
ど

の
充
実
に
よ
る
町
内
景
気
回
復
」

「
医
療
・
介
護
な
ど
福
祉
の
充
実
」

「
豊
か
な
町
づ
く
り
に
不
可
欠
な

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教

育
」「
新
し
い
時
代
に
向
か
い
常

に
向
上
心
と
町
民
へ
の
真
心
を

も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
職
員
の
育
成
」
な
ど
を
、
町
民

の
視
点
に
立
ち
、
民
意
に
寄
り
添

い
な
が
ら
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

21
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員

選
挙
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
12
名

の
議
員
の
皆
様
方
と
共
に
、
中
種

子
町
発
展
の
た
め
、
今
後
ま
す
ま

す
邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
期
目 

再
任
!!

　
田た

ぶ

ち

が

わ

渕
川
寿と

し
ひ
ろ広

氏
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下田　敬三 67 歳 蓮子　信二 70 歳 園中　孝夫 65 歳 德永　留夫 66 歳

当選③ （横　町） 当選② （池之平） 当選③ （原之里） 当選③ （旭　町）

永濵　一則 65 歳 池山喜一郎 60 歳 浦邊　和昭 65 歳 日髙　和典 53 歳

当選② （阿高磯） 当選① （中　田） 当選① （女　洲） 当選③ （新　町）

橋口　渉 61 歳 濵脇　重樹 67 歳 戸田　和代 68 歳 迫田　秀三 59 歳

当選① （浜津脇） 当選③ （下　田） 当選④ （二十番） 当選③ （美　座）

12 人の新町議会議員

 【
議
員
選
出
監
査
委
員
】

　

委　

員

　

副
委
員
長

　

委
員
長

 【
議
会
運
営
委
員
会
】

　

委　

員

　

副
委
員
長

　

委
員
長

 【
産
業
厚
生
委
員
会
】

　

委　

員

　

副
委
員
長

　

委
員
長

 【
総
務
文
教
委
員
会
】

 【
副
議
長
】

 【
議　

長
】

　

５
月
１
日
に
改
選
後
の
初
議

会
を
開
会
し
、
議
会
構
成
が
決

定
し
ま
し
た
。 

池
山　

喜
一
郎

 

永
濵　

一
則

 

日
髙　

和
典

 

迫
田　

秀
三

 

下
田　

敬
三

 

蓮
子　

信
二

 

戸
田　

和
代

 

園
中　

孝
夫

 

橋
口　

渉

 

濵
脇　

重
樹

 

戸
田　

和
代

 

園
中　

孝
夫

 

迫
田　

秀
三

 

永
濵　

一
則

 

池
山　

喜
一
郎

 

浦
邊　

和
昭

 

日
髙　

和
典

 

德
永　

留
夫

 

下
田　

敬
三

 

蓮
子　

信
二

 

園
中　

孝
夫

 

德
永　

留
夫

 （
敬
称
略
）

　当選証書付与式　町長登庁式

　
（
年
齢
は
５
月
14
日
現
在
）



広報なかたね 2019.6 月号　4

　４月７日執行の鹿児島県議会議員選挙の校区別

投票率は下記のとおりでした。
　平成 27 年４月の前回選挙と比較し 7.11 ポイン
ト減となりました。

　４月 21 日執行の中種子町議会議員選挙の校区
別投票率は下記のとおりでした。
　平成 27 年４月の前回選挙と比較し 6.5 ポイント
減となりました。

鹿児島県議会議員選挙および中種子町議会議員選挙の結果
◎お問い合わせ先　町選挙管理委員会㉗ 1111 内線 266

鹿児島県議会議員選挙
投票区 有権者数 投票者数 投票率 (% )

第  １投票区 3,605 1,925 53.40

第  ２投票区 403 267 66.25

第  ３投票区 29 22 75.86

第  ４投票区 347 252 72.62

第  ５投票区 167 124 74.25

第  ６投票区 437 274 62.70

第  ７投票区 394 240 60.91

第  ８投票区 271 196 72.32

第  ９投票区 421 189 44.89

第 10 投票区 189 124 65.61

第 11 投票区 164 114 69.51

第 12 投票区 220 141 64.09

合計 6,647 3,868 58.19

■校区ごと投票結果
校区 有権者数 投票者数 投票率

星原 432 289 66.90

納官 347 252 72.62

増田 604 398 65.89

野間 3,605 1,925 53.40

油久 459 290 63.18

南界 924 529 57.25

岩岡 276 185 67.03

合計 6,647 3,868 58.19

中種子町議会議員選挙
投票区 有権者数 投票者数 投票率 (% )

第  １投票区 3,593 2,779 77.34

第  ２投票区 401 344 85.79

第  ３投票区 29 24 82.76

第  ４投票区 347 312 89.91

第  ５投票区 167 153 91.62

第  ６投票区 436 368 84.40

第  ７投票区 391 328 83.89

第  ８投票区 270 245 90.74

第  ９投票区 419 286 68.26

第 10 投票区 188 150 79.79

第 11 投票区 165 138 83.64

第 12 投票区 221 193 87.33

合計 6,627 5,320 80.28

■校区ごと投票結果
校区 有権者数 投票者数 投票率

星原 430 368 85.58

納官 347 312 89.91

増田 603 521 86.40

野間 3,593 2,779 77.34

油久 456 387 84.87

南界 920 713 77.50

岩岡 278 240 86.33

合計 6,627 5,320 80.28
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平
成
31
年
３
月
19
日
、
第
１
回
中
種
子
町
議
会
に
お
い
て
、
北
之
園
千
春
氏
を

教
育
長
に
再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

北
之
園
千
春
氏
が
教
育
長
に
再
任

主
な
経
歴

北き
た
の
そ
の

之
園　

千ち
は
る春
（
62
歳
・
旧
川
内
市
出
身
）

昭
和
56
年
3
月　

長
崎
大
学
教
育
学
部
卒
業

昭
和
56
年
4
月　

長
崎
県
教
育
委
員
会
入
庁

昭
和
58
年
4
月　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
入
庁

平
成
8
年
4
月　

県
立
中
種
子
高
等
学
校
教
論

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
13
年
3
月
ま
で
）

平
成
26
年
4
月　

県
立
枕
崎
高
等
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
3
月
退
職
）

平
成
28
年
４
月　

中
種
子
町
教
育
長

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
し
て
教
育
長
職
を
再
任
す

る
こ
と
と
な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
中
種
子
町
教
育
行
政

の
目
標
を
「
風
に
向
か
っ
て
立
つ
中

種
子
の
人
づ
く
り
」
と
定
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
目
が
届
く

き
め
細
か
な
指
導
に
努
め
る
と
と
も

に
、
集
合
学
習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
な

ど
指
導
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
安
心
・
安
全
な
学
校
環
境
づ

く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学

習
を
推
進
・
拡
充
し
、
ふ
る
さ
と
文

化
の
創
造
と
保
護
に
努
め
ま
す
。
生

涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

便
利
は
素
晴
ら
し
い
で
す
が
「
過

ぎ
る
」
便
利
が
私
を
ダ
メ
に
し
ま
し

た
。

　

移
住
す
る
一
年
ぐ
ら
い
前
、
家
の

前
に
コ
ン
ビ
ニ
が
出
来
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
最
寄
り
は
徒
歩
５
分
。
５

分
が
０
分
に
な
り
『
よ
り
便
利
→
よ

り
快
適
』
に
な
る
と
思
っ
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た

事
を
気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
体
重

で
す
。
増
え
た
理
由
は
歩
く
距
離
が

減
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
食
べ
る
量

が
増
え
た
か
ら
で
す
。
徒
歩
５
分
だ

と
避
け
ら
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
が
目
の
前

に
あ
る
と
、
ど
う
し
て
も
立
ち
寄
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
レ
ジ
の
周
り
に
は

誘
惑
が
い
っ
ぱ
い
で
、
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
唐
揚
げ
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ
て

い
ま
す
。
帰
宅
す
る
た
び
、
そ
の
光

に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
虫
の
よ
う
に
、

た
い
し
て
欲
し
く
も
な
い
モ
ノ
を
抱

え
て
レ
ジ
に
並
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

私
を
ダ
メ
に
し
た
の
は
も
う
一
つ

あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も
店
が
開
い
て

い
る
便
利
さ
に
よ
っ
て
「
何
が
ど
れ

だ
け
残
っ
て
い
る
の
か
？
冷
蔵
庫
の

中
は
？
日
用
品
は
？
」
と
家
の
中

に
あ
る
モ
ノ
を
考
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
い
つ
で
も
買
え
る
と
い
う
恩
恵

で
、
も
と
も
と
低
か
っ
た
管
理
能
力

が
さ
ら
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　

移
住
し
て
２
年
半
。
コ
ン
ビ
ニ
が

あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
事
は
あ
り

ま
す
が
、
無
く
て
困
っ
た
事
は
あ
り

ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
で
売
っ
て
い
る

モ
ノ
は
す
べ
て
町
で
買
え
ま
す
し
、

深
夜
に
買
わ
な
く
て
も
日
中
に
買
い

物
を
し
て
お
け
ば
済
む
事
で
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
活
気
と
さ
れ
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
絶
え
間
な
い
呼

び
か
け
や
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
垂

れ
流
さ
れ
る
音
楽
か
ら
抜
け
出
た
解

放
感
が
強
く
、
地
域
に
あ
っ
た
「
適

度
」
な
サ
ー
ビ
ス
の
方
が
心
地
よ
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
、
世
の
中
の
「
過
ぎ
る
」
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
の
営

業
時
間
に
し
か
り
過
剰
な
価
格
競

争
、
働
き
方
の
改
革
な
ど
。
お
客
さ

ま
の
た
め
、
会
社
の
た
め
、
家
族
の

た
め
。
い
ず
れ
も
、
よ
り
よ
く
な
る

た
め
に
行
き
つ
い
た
カ
タ
チ
。
で
す

が
時
代
が
変
わ
り
、
そ
ん
な
カ
タ
チ

が
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ぁ
、
令
和
の
時
代
は
ど
ん
な
カ

タ
チ
に
変
化
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
？　
　

 　
　
　
　
　
　
（
松
田
）

地域おこし協力隊通信（№ 32）　てげてげでよかぁ～（便利さの果て）

※
平
成
31
年
４
月
16
日

　
　
　
　
　

再
任
辞
令
交
付
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広報誌で見る
『なかたね』のあの頃

特集
!!

平成元年２月５日発行の２月号 No.399 ～
　　　平成 31 年４月 25 日発行の５月号 No.761　計 362 刊発行

↑《平成元年３月号 No.400》初刊の翌月には広
報『なかたね』メモリアル 400 号を達成。歴代の「な
かたね」の文字を掲載。

↓
《
平
成
元
年
３
月
号
No
４
０
０
》

野
間
中
学
校
柔
道
部
県
大
会
初
優
勝
。

離
島
勢
で
は
初
め
て
の
快
挙
。

↓
《
平
成
元
年
４
月
号
No
４
０
１
》
８

年
間
に
わ
た
り
整
備
が
進
め
ら
れ
た
第

二
中
種
子
地
区
広
域
農
道
が
、
中
種
子

大
橋
の
完
成
と
と
も
に
全
線
が
完
通
。

↓《平成元年６月号 No.403》少年少女合唱隊（た
ねっこ合唱隊）誕生。第１期生は小学４年生から
中学２年生までの 41 人が入隊。

↓《平成元年６月号 No.403》「縹
ひょう

渺
びょう

と潮風　波状
にけぶらひて　うすら陽

び

ひきつ　島を越えゆく」
中央公園入口左側の小高い丘に、曽木智さんの功
績を讃えた歌碑が立てられた。

↓《平成元年６月号 No.403》中央運動公園事業
第一番手として野球場が完成。鹿児島商業 vs 中
種子高校の記念試合や元プロ野球選手の金田正一
さんの講演会が行われた。
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『令和』という時代を迎えた今，
『平成』の幕開けを振り返ってみる。

↑《平成元年７月号 No.404》明治 22 年
坂井簡易科小学校屋久津分校として発足
してから 100 周年を迎え記念式典を実施。
平成元年７月号現在で 1,678 人輩出。

↓
《
平
成
元
年
８
月
号
No
４
０
５
》
現
在
、

島
民
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る「
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
ト
ッ
ピ
ー
」

が
九
州
で
初
め
て
種
子
島
に
就
航
。

↑
《
平
成
元
年
９
月
号
No
４
０
６
》

島
根
県
で
行
わ
れ
た
全
国
中
学
校
柔

道
大
会
で
、
牧
瀬
純
郎
君
（
当
時
中

学
校
３
年
生
）
が
個
人
戦
軽
中
量
級

で
日
本
一
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

↑
《
平
成
元
年
９
月
号
No
４
０
６
》
平
成
３

年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
建
設
工
事
が
始

ま
っ
た
種
子
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
。
県
内
で
も

有
数
の
ゴ
ル
フ
場
。

↓《平成元年 12 月号 No.409》
農村情報連絡施設（防災無
線）が全面運用開始。36
カ所の屋外スピーカーと
1060 台の戸別受信機が設
置された。

↑《平成元年 11 月号 No.408》
納官海岸沖約 300m に、パ
ナマ船籍の貨物船が高波に
より座礁。インドネシアか
ら大分へ向かっていたが台
風直撃を受けた。

↓《平成元年７月号 No.404》町内の中学
校で初めてのプールが野間中学校に完成。
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種子島空港がツアー客でにぎわう　ジェットチャーター便が就航
　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
フ
ジ

ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ

Ｄ
Ａ
）
の
ジ
ェ
ッ
ト
チ
ャ
ー
タ
ー

便
が
就
航
し
て
お
り
、
数
多
く

の
ツ
ア
ー
客
が
種
子
島
に
降
り

立
ち
ま
し
た
。

　

空
港
で
は
、
種
子
島
空
港
利

用
促
進
協
議
会
の
関
係
者
を
は

じ
め
、
本
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
ベ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
」

な
ど
が
出
迎
え
、
歓
迎
式
で
は

火
縄
銃
保
存
会
に
よ
る
火
縄
銃

の
試
射
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

空
港
を
後
に
し
た
ツ
ア
ー
客

は
２
泊
３
日
の
日
程
で
種
子
島

と
屋
久
島
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
70
回
１
３

４
便
７
９
１
８
人
が
、
小
牧
空

港
、
松
本
空
港
（
長
野
県
）、
米

子
空
港
（
鳥
取
県
）、
福
島
空
港

（
福
島
県
）、
秋
田
空
港
（
秋
田

県
）、
静
岡
空
港
（
静
岡
県
）
な

ど
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
、
過
去

最
高
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
子
島
空
港
か
ら
各

地
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
就
航

し
、
多
く
の
ツ
ア
ー
客
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
も
数
多
く
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

松下道男氏「中種子町名誉町民称号」本町６人目の名誉町民
　

５
月
１
日
に
議
会
議
事
堂
に
お

い
て
、
中
種
子
町
名
誉
町
民
称
号

授
章
式
が
行
わ
れ
、
松
下
道
男
さ

ん
（
牧
川
出
身
）
が
名
誉
町
民
と

な
り
、
称
号
記
お
よ
び
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
４
月

30
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
29
日
ま

で
の
３
期
を
中
種
子
町
長
と
し
て

本
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の

功
績
を
讃
え
る
た
め
名
誉
町
民
選

考
委
員
会
の
推
薦
を
受
け
、
平
成
31

年
第
１
回
定
例
議
会
で
議
決
を
得

て
、
本
町
で
は
６
人
目
の
名
誉
町
民

と
な
り
ま
し
た
。

　

代
理
出
席
し
た
徳
永
栄
人
さ
ん

（
牧
川
）
の
挨
拶
で
は
、
名
誉
あ
る

章
を
受
章
し
た
叔
父
の
功
績
を
振

り
返
り
、
親
族
を
代
表
し
て
感
謝

の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
か
ら
は
、
町
政
運
営

に
活
用
し
て
欲
し
い
と
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ツアー客の見送り　歓迎式　火縄銃の試射

　松下道男氏

　中央　町長時代の松下道男氏（1987 年町勢要覧より） 　松下道男氏の甥にあたる徳永栄人さん ( 牧川 ) が代理受章
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　まちの話題　

笑顔満開　第 25 回なかたねちびっこふぇあ
　

町
連
合
青
年
団
が
主
催
す

る
「
第
25
回
な
か
た
ね
ち
び
っ

こ
ふ
ぇ
あ
」
が
、
５
月
１
日
に

種
子
島
中
央
体
育
館
で
行
わ
れ
、

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
島
外
か

ら
の
帰
省
客
も
多
く
、
懐
か
し

い
風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

何
と
い
っ
て
も
お
目
当
て

は
離
島
閃
隊
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン

シ
ョ
ー
。
子
ど
も
た
ち
が
夢
中

に
な
っ
て
声
援
を
送
る
中
、
保

護
者
ら
も
人
気
ヒ
ー
ロ
ー
が
登

場
す
る
た
び
に
歓
声
を
あ
げ
、

笑
顔
と
笑
い
声
で
会
場
が
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
他
に
も
、
パ
ト
カ
ー
・

消
防
車
に
乗
っ
て
の
記
念
撮
影

コ
ー
ナ
ー
や
飲
食
・
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
商
工
会
青
年
部
や
あ
か

つ
き
工
房
な
ど
数
多
く
の
出
店

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
と
て
も
思
い
出
に
残
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
福
功
光
さ
ん

は
「
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
を
も
ら

い
な
が
ら
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
。
雨
だ
っ
た

が
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
ら

れ
て
一
安
心
」
と
語
り
ま
し
た
。

止まる、見る、待つ !!
交通安全教室

　油久小学校

　

児
童
や
生
徒
を
対
象
に
し
た

交
通
安
全
教
室
が
４
月
12
日
か

ら
幼
稚
園
や
各
学
校
で
行
わ
れ
、

安
全
な
道
路
の
渡
り
方
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

警
察
官
の
指
導
の
も
と
、
質

問
形
式
に
よ
る
交
通
安
全
に
関

す
る
認
識
の
確
認
、
模
擬
道
路

を
使
用
し
た
横
断
歩
道
の
渡
り

方
の
練
習
な
ど
、
児
童
生
徒
ら

は
真
剣
に
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
安
全
を
祈
り
、

先
生
方
も
熱
心
に
指
導
し
て
い

ま
し
た
。

元気に明るく活動
高齢者学級『どんぐり』開講式

　

４
月
19
日
に
中
央
公
民
館
小

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
31
年

度
高
齢
者
学
級
『
ど
ん
ぐ
り
』

の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
メ
ン
バ
ー
が

５
人
加
わ
り
受
講
生
16
人
。

　

一
年
間
を
通
し
て
、
講
話
や

健
康
体
操
、
調
理
実
習
や
一
日

遠
足
な
ど
、
多
種
多
様
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
し
て
い
き
ま

す
。

　

開
講
に
あ
た
り
学
級
長
の
山

小
田
雅
子
さ
ん
（
横
町
）
が
「
元

気
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
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まちの話題　　各課からのお知らせ

各課からのお知らせ　

令和元年度熊野海水浴場監視員および自然レクリエーション村管理員を募集します
◎お問い合わせ先　役場企画課商工観光係㉗ 1111 内線 301

　中種子町では、熊野海水浴場において監視員お
よび自然レクリエーション村の管理員を募集しま
す。
■募集人員
　管理員１名
　監視員３名（常時２名体制）
■勤務期間
　６月 28 日（金）～９月１日（日）
■勤務時間
　午前８時 30 分～午後５時 15 分まで
■賃金
　管理員　日給 6,100 円
　監視員　日給 6,700 円
■申込み方法
　６月７日（金）までに履歴書と印鑑をご持参の
上、企画課までお越し下さい。

【海の家出店者募集】
　令和元年度の熊野海水浴場開設における海の家
の出店者を募集します。
　出店を希望される方は、企画課商工観光係まで
お問い合わせ下さい。
■出店期間
　７月２日（火）～９月１日（日）
■出店場所
　中種子町自然レクリエーション村（入り口駐車
場敷地内とする。）
■申込み期限
　６月７日（金）まで

　

５
月
11
日
に
住
吉
小
学
校
の

相
撲
場
に
お
い
て
、
星
原
校
区
・

住
吉
校
区
（
西
之
表
市
）
の
親

睦
を
図
る
「
第
88
回
仲
良
し
相

撲
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

星
原
校
区
は
、
う
み
が
め
留

学
生
を
含
む
小
学
生
男
子
８
人
、

女
子
13
人
の
計
21
人
の
力
士
が

出
場
。
団
体
戦
や
３
人
抜
き
な

ど
、
迫
力
の
あ
る
好
取
組
が
随
所

に
見
ら
れ
、
優
勝
旗
争
奪
戦
で

は
、
大
将
戦
ま
で
も
つ
れ
こ
む
大

接
戦
。
一
喜
一
憂
す
る
一
生
懸
命

な
姿
に
、
感
動
の
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

一生懸命な姿に感動
第 88 回仲良し相撲

　

４
月
23
日
に
中
央
公
民
館
小

会
議
室
に
お
い
て
、
交
通
安
全

協
会
中
種
子
支
部
定
期
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
中
で
日
髙
美
子
さ
ん

（
旭
町
）
が
、
交
通
安
全
功
労
者

と
し
て
個
人
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

日
髙
さ
ん
は
、
平
成
25
年
５
月

か
ら
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、

立
哨
指
導
は
も
と
よ
り
各
行
事

な
ど
で
交
通
指
導
・
広
報
活
動

を
実
施
し
、
住
民
の
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

交通安全功労者表彰
平成 31 年度支部表彰
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　各課からのお知らせ

各課からのお知らせ　

1. 集落協定の概要
●市町村名　中種子町
●協定締結集落名　ごんげん中種子集落
●交付金額　6,966,369 円
●協定参加世帯数
　漁業世帯数 50 世帯
2. 協定締結の経緯
　漁獲の減少または魚価低迷、漁業者の減少や高
齢化などの問題を抱えている中、漁業の活性化を
目指し離島交付金による漁業再生活動に取り組み
ました。
3. 取り組み内容
●トコブシの稚貝放流
　東海岸に 2.0 万個と西海岸に 1.5 万個の計 3.5
万個を放流。
●イサキ稚魚放流
　8,000 尾を放流。
●イカ柴投入事業
　２月から３月に８箇所、イカ柴を投入し、産卵
場を整備。
●回遊魚の餌付け
　９月から 10 月に、２集落で沖アミで餌付けを
実施。

●サメ駆除対策事業
　７月、２月、３月に実施。
●漁場監視
　４月から５月の間に２集落で密漁の監視。
●漁食普及
　町農林漁業祭でタルメをフィッシュバーガーに
加工し試食会を実施。
　魚料理教室を２回実施。
●新たな漁具・漁法の導入
　延縄を道具が瀬に掛からないように改良して２
月と３月に操業しました。
4. 取り組みの成果
　トコブシの稚貝放流および漁場監視により資源
確保が図られ、安定的な水揚げに繋がりました。

漁業再生活動の取り組み
◎お問い合わせ先　役場農林水産課林務水産係㉗ 1111 内線 202

　ウミガメ保護監視員の委嘱式が、４月 24 日に
町長室でありました。
　本年度は平鍋集落の春田守さんと春田清德さん
が、ウミガメ監視員に委嘱され、５月 10 日から
８月 31 日までの期間のうち 45 日間、長浜海岸
一帯のウミガメの保護にあたります。
　アカウミガメの上陸・産卵は鹿児島県が日本一
ですが、その中でも中種子町の「長浜海岸」は屋
久島に次ぐ多い上陸地となっています。
※県内全域の海岸（海域除く）で、許可なくウミ
ガメの捕獲や卵の採取は、禁止されています。

平成 30 年度実績
■監視面積　10 ヘクタール（延長 12㌔）
■監視日数　45 日間
■上陸頭数　293 頭
■産卵頭数　242 頭

ウミガメ保護監視委員を委嘱
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

　左　春田守さん、中央　春田清德さん
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

お口元気歯ッピー検診
◎お問い合わせ先　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保健事業担当099-206-1329

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、昨年度
に 75 歳の誕生日を迎えられた後期高齢者医療の
被保険者（昭和 18 年４月１日から昭和 19 年３
月31日生）を対象に、口腔検診（お口元気歯ッピー
検診）を実施します。
　高齢期になりますと、知らず知らずのうちに飲
み込みの機能が低下し、窒息や肺炎の原因となり
ます。この検診事業は、いつまでも健康で美味し
く食べて長生きしていただくために、歯周病や義
歯の検査に加え、飲み込みの機能の診査・指導を

行い、口腔機能の低下を未然に防ぐとても有効な
検診事業です。対象者には 5 月末に受診券（圧
着ハガキ）をお送りしていますので、鹿児島県内
の歯科医療機関にご自分で予約の上、ぜひご受診
下さい。
■検診期間
　令和元年６月１日（土）～令和２年１月 31 日（金）
■検診料　無料
■対象者
　昨年度 75 歳になられた後期高齢者医療被保険者

税・保険料の納入期限について（お知らせ）
◎お問い合わせ先　役場㉗ 1111 税務課管理収納係 内線 236・町民保健課高齢者医療係 内線 289・
　　　　　　　　　福祉環境課介護保険係 内線 215

　６月は下表の税・保険料の納入期限となっています。
　納入期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納入をお願
いします。すでに納入期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。
　なお、町県民税および固定資産税の納税通知書は６月上旬に発送予定です。

期別 納期限
町県民税 1 期

７月１日（月）
固定資産税 1 期
介護保険料 2 期

後期高齢者医療保険料 2 期

農業者年金受給者の皆様へ，現況届けをお忘れなく！
◎お問い合わせ先　農業委員会振興係㉗ 1111 内線 227

　農業者年金受給者は、毎年１回現況届けの提出
が必要です。「農業者年金基金」から送付された
現況届けに必要事項をご記入の上、農業委員会ま
で提出をお願いします。
■対象者
　平成 30 年６月 30 日以前に経営移譲年金また
は農業者老齢年金の年金手続きをした方で年金証
書の交付を受けた方。
■提出期間
　６月 3 日（月）～ 28 日（金）
※未提出の方は、11 月からの年金支払いが差し
止めとなりますのでご注意下さい。

■代理人が記入する場合
　事情により本人が記入できないときは、親族な
どの代理人が記入することができます。ただし、
代理人の方は、氏名・住所・電話番号のほか、受
給者との関係の記入も必要となります。

老齢年金を受給している方

　→　農業者老齢年金受給権者現況届

経営移譲年金を受給している方

　→　経営移譲年金受給権者現況届

※５月末に「農業者年金基金」から送付されます。
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　大雨や台風、地震などによる土石流やがけ崩れ
などの土砂災害が発生すると、多くの尊い人命が
失われます。土砂災害から生命を守るため、日ご
ろから次の点に注意し、早めの避難を心がけま
しょう。

・雨量情報の確認をしておきましょう。
・土砂災害の前ぶれに注意しておきましょう。
・危険箇所を知っておきましょう。
・避難場所を知っておきましょう。
・逃げ方を知っておきましょう。

みんなで防ごう土砂災害（６月１日～ 30 日は土砂災害防止月間）
◎お問い合わせ先　役場建設課管理係㉗ 1111 内線 242

氏名 担当地区
支 部 長 春田　清德 （平　鍋） 納　官
副支部長 平山　信一郎 （満足山） 野間下
副支部長 小島　次雄 （美　座） 油　久
会　　計 濱崎　秀志 （旭　町） 野間上
指 導 員 山下　孝二 （浜津脇） 星　原
指 導 員 岩坪　静哉 （砂　中） 星　原
指 導 員 岩屋　浩一 （秋佐野） 増　田
指 導 員 成尾　正一 （上　方） 野間上
指 導 員 中嶋　喜代子 （横　町） 野間下
指 導 員 日髙　美子 （旭　町） 野間上
指 導 員 深町　辰夫 （伏之前） 野間下
指 導 員 熊野　與志夫 （熊　野） 南　界
指 導 員 中野　重義 （長　谷） 南　界
指 導 員 春田　守 （平　鍋） 納　官
指 導 員 橋本　徹 （横　町） 野間上
指 導 員 向　亮治 （向　町） 油　久

氏名 担当地区
部 　 長 迫田　敏子 （美　座） 全　域
副部長・会計 権藤　香代子 （横　町） 全　域
部 　 員 德永　佐登子 （上之城） 星　原
部 　 員 馬場　良子 （中之町） 増　田
部 　 員 酒匂　あきみ （宝　来） 納　官
部 　 員 松原　きよみ （中　山） 野間上
部 　 員 永井　喜代美 （栄　町） 野間下
部 　 員 森　和美 （西之町） 油　久
部 　 員 折戸　幸代 （熊　野） 南　界
部 　 員 塩浦　悦子 （梶　潟） 岩　岡

　交通安全教育指導員と交通安全婦人部は、交通
安全のための広報活動に従事し、歩行者（特に児
童・生徒や老幼者など）に対し、正しい歩行と正

しい横断など安全通行の指導をします。
　また、交通安全協会や警察署などと交通安全運
動の活動を実施します。

交通安全教育指導員　※敬称略　　　　　　　　　   交通安全婦人部　※敬称略

平成 31 年度中種子町交通安全教育指導員および交通安全婦人部
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

　平成 30 年 12 月の交通安全運動

登記相談所の開設について
◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

　６月 19 日（水）午前 10 時から午後３時まで、
中央公民館和室において、法務局による登記相談
所を開設します。
　申請手続や土地調査などでお困りの方は気軽に
お越し下さい。

　相談には予約が必要となりま
すので、６月 12 日（水）までに
役場総務課行政係まで連絡をお
願いします。
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各課からのお知らせ　　生涯学習だより　

　

昨
年
、
待
望
の
種
子
島

産
原
料
の
日
本
酒
第
１
号

『
正
宗
』
に
続
き
、
第
２

号
『
航
』
が
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
は
初

め
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

企
画
代
表
は
料
理
店
八

千
代
二
代
目
の
八
汐
航
さ

ん
（
旭
町
）。
よ
く
来
店

す
る
同
世
代
４
人
で
酒
米

屋
を
結
成
し
企
画
、
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

品
種
は
、
第
１
号
に
引

き
続
き
、
茎
が
太
く
て
短

く
、
台
風
な
ど
強
風
に
強

い
上
に
、
収
量
も
見
込
め

る
「
吟
の
さ
と
」
を
選
定

し
、
５
人
の
中
で
唯
一
の

農
家
山
口
政
利
さ
ん
（
美

座
）
を
中
心
に
水
田
３
反

８
畝
を
借
り
、
仲
間
で
協

力
し
て
本
格
栽
培
。
収
穫

し
た
米
１
・
３
ト
ン
は
、

長
崎
県
佐
世
保
市
の
酒
造

会
社
梅
ヶ
枝
酒
造
株
式
会

社
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
製
造
を
依

頼
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
の
海
風
に
も
負

け
ず
に
育
っ
た
米
で
作
っ

て
い
る
こ
の
酒
は
、
リ
ン

ゴ
を
思
わ
せ
る
華
や
か
な

香
り
に
、
口
に
含
む
と
さ

ら
り
と
し
た
辛
口
で
後
か

ら
米
の
旨
味
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
『
航
』
は
６
月
22
日
か

ら
町
内
の
各
酒
屋
で
販
売

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
試
飲
会
な
ど
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
予
定
で
す
。

～
『
航
』
の
由
来
～

①
米
が
海
を
渡
っ
て
製
造

さ
れ
、
海
を
渡
っ
て
愛
飲

者
の
手
元
へ
。
中
種
子
町

に
笑
顔
が
広
が
り
ま
す
よ

う
に
。

②
瓶
の
色
も
種
子
島
の
綺

麗
な
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

透
き
通
っ
た
青
。

③
企
画
代
表
者
名
『
航
』。

　昨年、中種子町内で発生した熱中症による救急
搬送者は 17 人でした。
　最も多い月は７月で、梅雨明け前後の暑さには
十分注意が必要です。特に農作業後や運動競技後
に体調不良となる方も多く、主な症状としては、
吐き気やめまい、手足のしびれ、倦怠感などを訴
えます。
■熱中症予防のポイント　　　　　　　　　　　
●部屋の温度をこまめにチェック！

（普段過ごす部屋には温度計を置くことをお奨め
します！）
●室温 28℃を目安に、エアコンや扇風機を上手
に使いましょう！
●のどが渇かなくても、こまめに水分補給！
●外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日
よけ対策も！
●無理をせず適度に休憩を！
●日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくり
を心がけましょう！

■熱中症の応急手当
●涼しい場所や日陰のある場所へ移動し、衣服を
緩め、安静に寝かせる。
●エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風を
あて、体を冷やす。
　首の周り、脇の下、太もものつけね、など太い
血管を冷やすと効果的です。
※持病をお持ちの方やお子さんは、かかりつけの
医師とあらかじめ相談し、熱中症対策についてア
ドバイスをもらっておきましょう。
※こんなときは危険です！ためらわずに救急車を
呼びましょう。
●意識がおかしい　･････　救急車を！
●自分で水分がとれない　･････　救急車を！
■ 緊急時に家でも作れる経口補水液
①水 --------- １ℓ
②塩 --------- １～２ｇ
③砂糖 ------20 ～ 40 ｇ（大さじ２～４杯）
※材料をすべて混ぜるだけ！
※お好みでレモン汁を加えると飲みやすくなりま
す。

★★熱中症予防対策★★　“ 暑い夏 ” に備えましょう！
◎お問い合わせ先　熊毛地区消防組合中種子分遣所警防係㉗ 0119

中種子を盛り上げたい　中種子の米で日本酒第２号

　左：八汐航さん
　右：山口政利さん
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「
種
子
島
の

　
　

ハ
ナ
サ
ン
ゴ
モ
ド
キ
」

　
平
成
31
年
４
月
19
日
に
鹿
児
島

県
指
定
天
然
記
念
物
と
し
て
種
子

島
の
ハ
ナ
サ
ン
ゴ
モ
ド
キ
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
県
指
定
文
化
財
と
し
て

は
３
件
目
で
、
天
然
記
念
物
と
し

て
は
初
め
て
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

　

種
子
島
の
ハ
ナ
サ
ン
ゴ
モ
ド
キ

は
、
種
子
島
の
東
海
岸
（
西
之
表

市
上
ノ
古
田
港
内
、
中
種
子
町
増

田
馬
立
岩
屋
海
域
お
よ
び
大
塩
屋

港
港
湾
区
域
内
の
一
部
）
に
生
息

す
る
造
礁
サ
ン
ゴ
の
仲
間
で
、
長

く
突
出
し
た
個
体
が
花
束
状
に
集

ま
っ
た
群
体
（
直
径
15
㎝
）
を
形

成
し
て
い
ま
す
。
先
端
が
丸
く
ふ

く
ら
ん
だ
触
手
を
伸
ば
す
た
め
イ

ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
が
、
明
る
い
緑
色
、
褐
色
お

よ
び
そ
れ
ら
が
混
ざ
っ
た
も
の
が

あ
る
色
彩
の
美
し
い
サ
ン
ゴ
で
す
。

　

本
種
は
、
種
子
島
を
模
式
基
産

地
と
し
て
、
国
内
で
は
種
子
島
の

狭
い
範
囲
に
分
布
す
る
東
ア
ジ
ア

海
域
の
固
有
種
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
波
当
た
り
の
弱
い
内
湾
域
の

水
深
10
ｍ
以
浅
の
海
域
に
生
息
し

て
い
ま
す
。

　

種
子
島
の
ハ
ナ
サ
ン
ゴ
モ
ド
キ

は
、
世
界
の
サ
ン
ゴ
類
研
究
に
お

い
て
分
類
学
上
貴
重
な
種
で
あ
り
、

環
境
教
育
の
観
点
か
ら
も
活
用
が

期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を
保
護

し
、
県
内
外
を
問
わ
ず
今
後
の
教

育
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

※
当
該
生
物
を
許
可
な
く
捕
獲
す

る
と
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

山
々
が
萌
黄
色
に
染
ま
る
新
緑
季
に
令
和
年
号
の
幕

明
け
迫
る　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市　

克
人

小
窓
よ
り
芽
吹
き
の
様
を
見
つ
め
つ
つ
心
新
た
に
令

和
迎
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

眞
っ
盛
り
の
桜
並
木
の
佐
賀
の
郷
ド
ラ
イ
ブ
の
窓
に

舞
い
散
る
さ
く
ら　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

寿
子

子
や
孫
と
集
う
食
卓
に
ぎ
や
か
に
「
ば
あ
ば
」
と
見

上
げ
る
笑
顔
の
ご
馳
走　
　

旭　

町　

村
尾　

祥
子

思
い
出
す
明
治
生
れ
の
父
と
の
勉
強
ロ
ー
ソ
ク
灯
し

ロ
ー
マ
字
に
算
盤　
　
　
　

上　

方　

梶
原　

温
惠

春
寒
や
波
打
際
に
小
さ
き
足
小
粒
の
泡
が
追
い
掛
け

て
来
る　
　
　
　
　
　
　
　

原
之
里　

野
田　

健

ヘ
リ
の
音
近
ご
ろ
よ
く
聞
く
島
の
空
慣
れ
て
い
く
の

か
馬
毛
島
と
共
に　
　
　
　

旭　

町　

白
木　

民
子

九
十
八
の
姉
の
身
案
じ
訪
れ
る
施
設
に
慣
れ
し
や
会

え
ば
目
潤
む　
　
　
　
　
　

横　

町　

鈴　

不
器
良

仕
送
り
に
て
学
び
し
看
護
の
道
今
は
親
の
介
護
に

日
々
気
を
配
る　
　
　
　
　

満
足
山　

三
澤　

祐
子

方
形
に
光
る
水
張
田
連
ら
な
り
て
早
苗
は
稚
く
は
つ

か
に
匂
ふ　
　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

海
も
空
も
水
色
に
染
ま
り
分
か
た
ね
ば
沖
の
小
舟
の

白
さ
目
に
染
む　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

老
ゆ
る
ほ
ど
鈍
り
ゆ
く
は
ず
を
水
の
音
聞
け
ば
駆
け

込
む
あ
あ
パ
ブ
ロ
フ
よ　
　

函　

館　

山
田　

正
明

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
８
１
号
）

長
鳴
き
の
牛
に
目
覚
め
る

五
月
か
な

　

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

貝か
い

寄よ

風せ

や
新
任
教
師
到
着

す
　
　
　
　
　

古
房　

秀
人

入
学
や
黄
色
い
帽
子
顔
か

く
す

　
　

古
房　

八
木
多
美
子

銭
湯
の
湯
煙
り
温
し
目め

借か
り

時ど
き

　
　
　
　
　

上
方　

篤
子

卯
月
き
て
は
や
一
年
祭
や

母
し
の
ぶ

　
　
　
　
　

上
方　

昇
竜

校
木
や
今
年
も
芽
吹
い
て

百
余
年

　
　
　
　
　

田
島　

一
郎

来
し
方
の
妻
の
半
天
躑つ
つ
じ躅

柄が
ら

　
　

横
町　

山
小
田
雅
子

羽
音
聞
き
ふ
と
見
上
げ
た

る
藤
の
花

　
　
　
　
　

油
久　

緑
村

傘
閉
じ
て
ま
た
振
り
返
る

桃
の
花

　
　
　
　

満
足
山　

一
穂

春
の
海
喚
声
あ
び
て
島
を

去
る

　
　

伏
之
前　

山
元
悦
子

俳
句
会

　
　
　
『
黄
水
仙
』

　鹿児島水族館に展示
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くらしの情報　information　　くらしの情報　information

県政アンケートモニター募集
　県政に対する県民の皆さんのご意見やご提
案を幅広くお聴きし、今後の諸施策を進める
上での参考にさせていただくため、県政アン
ケートモニターを募集いたします。
　鹿児島県をよりよくするために皆さんの声
をお聴かせ下さい。
■任期
　令和元年９月１日～令和３年８月 31 日
■応募資格
　18 歳以上の県内居住者で、県政に関心を持
ち、その推進・向上に協力いただける方
■謝礼など
　モニター業務に対する謝礼はありません。
　ただし、毎回、県広報誌などを提供します。
　なお、今回新たにモニターになっていただ
いた方には、『かごしまよかとこ 100 選』（３
種類）、『カゴシマトラベル』からいずれか１
冊をプレゼントいたします。
■応募方法
　専用の様式に必要事項を記入いただき、令
和元年６月 19 日（水）までに郵送していた
だくか、FAX（099-286-2119）でお送り下さ
い。また、ホームページからも応募できます。
　鹿児島県県政モニターで検索 !!
◎お問い合わせ先
　鹿児島県広報課県民の声係099-286-2093

石油組合中種子支部よりお知らせ
　平成 31 年４月より日曜日を当番店にする
ことが下記のとおり決定しました。
※組合加盟店は①（有）和人組中央給油所②
種子島石油（株）中種子中央給油センターの
２社です。

組合加盟店 ５月 ６月

（有）和人組

中央給油所

  ５日   ２日
16 日

19 日 30 日
種子島石油（株）

中種子中央給油センター
12 日   ９日
26 日 23 日

※７月以降は未定です。
◎お問い合わせ先
　鹿児島県石油商業組合中種子支部㉗ 1171

B 型肝炎訴訟・無料相談会
　日本では、集団予防接種の際使用する注射
器の使い回しにより、40 万人以上の方が B 型
肝炎に感染しました。予防接種によって B 型

肝炎に感染した患者・ご遺族には、国から給
付金が支給されます。どうぞお気軽にご相談
下さい。
■日時
　６月 29 日（土）午後１時 30 分～午後３時 30 分
■場所
　中央公民館小会議室
※相談は無料で、予約は不要です。
◎お問い合わせ先
　岡千尋法律事務所㉘ 3969

税務職員採用試験受験者募集
　人事院九州事務局と熊本国税局では、税務
職員採用試験の受験者を募集します。
　申込受付は６月 17 日（月）から開始しま
すので、受験資格などおよび受験申込の詳細
は、国税庁ホームページの試験概要（ 税務職
員採用試験で検索 ）をご覧いただくか、次の
ところへお問い合わせ下さい。
　なお、申込受付期間および申込先は、申込
方法および希望する第１次試験地により異な
りますので、ご注意下さい。
①人事院九州事務局092-431-7733
②熊本国税局人事第二課試験研修係
　096-354-6171 内線 6046
③種子島税務署0997-22-0440
※自動音声案内に従い「２」を選択

薬用植物資源研究センターの施設一般公
開を行います
　薬用植物資源研究センター種子島研究部で
は、下記の日程で施設を一般公開します。入
場料は無料です。
■期日　６月 15 日（土）（荒天の場合は中止）
■時間　午前９時 30 分～午後０時 30 分
　　　　（受付：午前９時～午後０時）
■内容　
・生薬ガジュツと恵命我神散について
（講演：株式会社老舗恵命堂屋 久島製薬工場
の日高実保先生）
・園内の植物案内と解説、自由見学
■場所
　松原自治公民館横　
　　薬用植物資源研究センター種子島研究部
◎お問い合わせ先
　薬用植物資源研究センター種子島研究部
　㉗ 0142



くらしの情報　information　

17　広報なかたね 2019.6 月号

　くらしの情報　information

放送大学入学生募集
　放送大学はテレビ・インターネットで授業
を行う通信制の大学です。働きながら大学を
卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な
目的で、幅広い世代の方が学んでいます。た
だいま 2019 年 10 月入学生を募集していま
す。詳しい資料を送付いたしますので、お気
軽にお問い合せ下さい。
■募集学生の種類
○教養学部
　科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
○大学院
　修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
■出願期間
　６月 15 日～８月 31 日、９月１日～９月 20 日
　（インターネット出願も受け付けております）
■放送大学ホームページ
　https://www.ouj.ac.jp
◎お問い合わせ先
　放送大学鹿児島学習センター099-239-3811

2022 年４月１日から、成年年齢は 18 歳
になります
　平成 30 年６月に、民法の定める成年年齢を
18 歳に引き下げることなどを内容とする「民
　法の一部を改正する法律」が成立しました。
改正法は、2022 年４月１日から施行されます。

【法律の要点】
■成年年齢の引下げ（民法第４条）
①一人で有効な契約をすることができる年齢
②親権に服することがなくなる年齢
→いずれも 20歳から 18歳に引き下げ
「成年」と規定する他の法律も 18歳に変更
■女性の婚姻開始年齢の引上げ（民法第731条）
　（現行法）男性 18 歳　女性 16 歳
→女性の婚姻開始年齢を 18歳に引き上げ
婚姻開始年齢は男女とも 18歳に統一
■施行までの周知期間
　若者のみならず、親権者らの国民全体に影響
　消費者被害の防止等の観点から、周知徹底
が必要
→ 2022 年４月１日から施行

【もっと詳しく知りたい方へ】
http://www.moj.go.jp/MINJI/minji07_00218.html

宇 宙 セ ン タ ー だ よ り 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

こ
う
の
と
り
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
）
７
号
機

に
搭
載
し
た
「
小
型
回
収
カ
プ
セ

ル
の
開
発
」
が
文
部
科
学
大
臣
賞

受
賞

　

第
48
回
日
本
産
業
技
術
大
賞
に

お
い
て
、「
Ｈ
Ｔ
Ｖ
搭
載
小
型
回
収

カ
プ
セ
ル
の
開
発
」
が
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
を
含
む
９
社
の
合
同
受
賞
）。

　

小
型
回
収
カ
プ
セ
ル
に
よ
り
我

が
国
と
し
て
初
め
て
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
の
物
資
回
収
に
成
功

し
た
こ
と
が
、
今
後
の
地
球
低
軌

道
利
用
の
促
進
や
将
来
の
有
人
宇

宙
船
に
も
つ
な
が
る
重
要
技
術
と

し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

宇
宙
科
学
技
術
館
の
累
計
入
館
者

数
が
３
５
０
万
人
を
突
破
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
は
１
９
７
９

年
８
月
に
「
宇
宙
開
発
展
示
館
」

と
し
て
開
館
し
、
１
９
９
７
年
、

２
０
１
７
年
と
２
度
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
、
今
年
で
開
館
40
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
開
館
か
ら
の
入
館

者
数
が
３
５
０
万
人
を
突
破
し
、

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
３
５
０
万
人
目
の

入
館
者
は
、
施
設
案
内
ツ
ア
ー
を

目
的
に
来
館
さ
れ
た
大
分
県
か
ら

お
越
し
の
井
上
さ
ん
ご
家
族
。
ご

家
族
に
は
、
科
学
館
ス
タ
ッ
フ
か

ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

井
上
さ
ん
は
、「
自
分
も
子
供

の
こ
ろ
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た

か
っ
た
。
種
子
島
に
来
る
こ
と
は

長
年
の
夢
で
も
あ
っ
た
の
で
、
非

常
に
う
れ
し
い
で
す
。
思
い
出
に

残
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
な

り
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
食
堂
（
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
）
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
！

　

こ
れ
ま
で
は
平
日
の
み
の
営
業

で
し
た
が
、
土
曜
や
祝
日
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

宇
宙
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の「
ロ

ケ
ッ
ト
カ
レ
ー
」「
こ
う
の
と
り
御

膳
（
要
予
約
）」
な
ど
の
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
や
デ
ザ
ー
ト
も
新
登
場
。

　
「
世
界
一
美
し
い
発
射
場
」
と

言
わ
れ
て
い
る
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
、
美
し

い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月

19
日
は
「
食
育
の
日
」

　

毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
か
ご
し

ま
活
き
生
き
食
の
日
」
で
す
！

　　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
友
達
や

親
子
と
一
緒
に
楽
し
く
料
理
に
携

わ
る
こ
と
で
「
食
」
に
関
心
を
持

て
る
よ
う
、
お
や
こ
食
育
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
各
学
校
・
園
を
対
象
に

開
催
し
て
お
り
、
食
生
活
改
善
推

進
員
の
方
が
作
り
方
を
教
え
て
下

さ
い
ま
す
。
普
段
で
き
な
い
こ
と

が
で
き
て
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

そ
う
に
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
・
園
を
通
し
て
保
護

者
の
方
に
案
内
文
が
届
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
！

　食生活改善推進員コーナー 

保 健 セ ン タ ー だ よ り ◎お問い合わせ先
㉗ 1133

令和元年６月 16 日（日）
　　　　　　　　～６月 22 日（土）までの１週間
　ハンセン病は怖い病気であるという考えが、らい予
防法が 1996 年に廃止されるまで、90 年もの長きに
渡って誤った隔離政策などにより植え付けられ、その
ことが様々な偏見・差別や人権侵害を引き起こしまし

た。ハンセン病であった方々やその家族は、今もなお
残る根強い偏見や差別に苦しむなど現在も問題が残さ
れています。
　ハンセン病であった方々に対する偏見と差別のない
社会の実現に向け、私たち一人ひとりがハンセン病と
は何かを正しく理解することが大切です。

『ハンセン病問題を正しく理解する週間』

　春から秋にかけてマダニの活動が盛んになります。
　マダニに咬まれた場合、重症熱性血小板減少症候群
などに罹患する可能性があります。草むらや藪などマ
ダニが多く生息する場所に入る場合には下記の点にご
注意下さい。

【重症熱性血小板減少症候群の症状】
●発熱、倦怠感、食欲低下、消化器症状、リンパ節腫脹、
出血症状
●潜伏期間は６日～２週間

【感染予防対策】
●肌の露出を少なくする
　＊長袖・長ズボンを着用する
　＊帽子・手袋を着用し、首にタオルを巻く
　＊足を完全に覆う靴を履く（サンダルなどは避ける）
●シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長
靴の中に入れる
●明るい色の服を着る（マダニを目視しやすい）

【もし咬まれたら・・・】
　無理に引き抜こうとせず、医療機関を受診して下さ
い。

『春からはマダニに注意を！』

『5 月 31 日～ 6 月 6 日は「禁煙週間」です！』
　世界禁煙デー（5 月 31 日）からの 1 週間は「禁煙週間」
です。たばこはがんだけでなく、心臓病・脳卒中・喘息・
歯周病など様々な疾患の原因になり、老化に影響する
とも言われています。

　5 月 31 日をきっかけに禁煙をしてみませんか？
※島内では種子島医療センターに「禁煙外来」があり
ます。

　中央保育所料理教室

『６月４日～６月 10 日は歯と口の健康週間です』
　令和元年度の標語は『いつまでも　続くけんこう　
歯の力』です。　
　皆さんお口の健康について、考えてみましょう。
　噛むことには様々な健康効果があることがわかって
います。現代人は健康のためにもっと噛むべきです。
■噛まないとどうなる？
　脳への悪影響　記憶障害　喜びや感動、意欲を失う
ことがわかっています。
良く噛んで元気な脳をつくりましょう。

■たくさん噛むと良いことがいっぱい！
●肥満を予防する　　　　●脳の活性化
●勉強、仕事の能率をアップ
●ストレス、気分転換によい
●リラックス　　　　　　●運動能力が向上する
●顎の骨、筋肉の発達を促す
●消化酵素の分泌を促進
●唾液の殺菌作用で口腔内を清潔にする
※かかりつけの歯科医院をもち定期的に歯科検診
を受けましょう！
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　『住み慣れた地域で自分らしい生活を続けるこ
とができる』ための体制づくりをということで新
たな事業が始まっています。この体制づくりを
担っているのが【生活支援コーディネーター】と
言い、地域支え合い推進員とも言われています。

　中種子町では今年度より新たにコーディネー
ターを配置し “ 安心して暮らし続ける町づくり ”
を目標に皆で一丸となって頑張っていきます‼
　そこで、今回はコーディネーターを紹介します。

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー だ よ り ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

「
在
宅
診
療
所　

中
・
南
」
を
南
種

子
の
上
中
で
始
め
ま
し
た

①
平
成
30
年
３
月
公
立
病
院
を
去
り

１
年
が
経
ち
ま
す
。
３
度
目
の
種
子

島
で
す
。

②
外
来
を
診
な
が
ら
の
往
診
に
は
限

界
が
あ
る
と
思
い
、
外
来
を
診
な
い

訪
問
診
療
だ
け
の
診
療
所
を
始
め
ま

し
た
。
ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ご

連
絡
下
さ
い
。対
象
は
が
ん
の
末
期
、

神
経
性
難
病
、
歩
行
困
難
で
通
院
困

難
な
方
達
で
す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば

自
宅
で
の
看
取
り
ま
で
関
わ
り
ま

す
。
老
後
の
幸
せ
は
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
最
後
は
家
族
に
見
守
ら
れ
、

自
由
な
環
境
で
苦
痛
の
な
い
最
期
を

迎
え
る
事
と
思
い
ま
す
。
種
子
島
は

「
ヒ
ッ
パ
レ
ば
ケ
ナ
ー
」、
都
会
に
比

べ
在
宅
医
療
が
実
現
し
や
す
い
地
で

す
。

③
イ
メ
ー
ジ
は
、「
患
者
さ
ん
の
自

宅
」
が
「
病
室
・
診
察
室
」、「
道
路
」

が
「
病
院
の
廊
下
」。
医
師
や
看
護

師
な
ど
が
ケ
ア
マ
ネ
の
調
整
の
下

に
、
回
診
し
ま
す
。
ま
た
、
６
月
６

日
（
木
）
よ
り
毎
週
火
・
木
曜
日
の

午
後
、
公
立
病
院
で
外
来
診
療
を
担

当
し
ま
す
。
病
診
連
携
に
貢
献
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
教
示
・
ご
支
援
を
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
怖
さ
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？

　

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
短
時

間
に
大
量
に
お
酒
を
飲
む
こ
と
に
よ

り
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
急
上
昇

し
て
、
脳
に
影
響
を
与
え
る
状
態
を

い
い
ま
す
。
状
態
が
進
ん
で「
酩
酊
」

や
「
泥
酔
」
を
超
え
る
と
、
正
常
に

歩
け
な
く
な
っ
た
り
意
識
が
も
う
ろ

う
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
意
識

を
失
っ
た
り
失
禁
し
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
、
な
お
も
進
行
が
進
む
と
脳

の
呼
吸
中
枢
が
正
常
に
働
か
な
く
な

っ
て
死
に
至
り
ま
す
。

　

も
し
一
緒
に
飲
ん
で
い
る
人
が
急

性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し
、
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
間
、

体
温
が
下
が
る
た
め
横
に
向
け
て
寝

か
せ
（
体
位
回
復
）
保
温
し
、
衣
類

を
ゆ
る
め
て
楽
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
無
い
よ
う

に
、『
楽
し
く
安
全
に
』
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

「在宅診療所中・南」始めました　在宅診療所　中・南　院長　小原　俊一㉘ 3200

わたしたちが中種子町の支え合いを広める旗振り役です !!『生活支援コーディネーター』

第１層（中種子町全体担当）
生活支援コーディネーター
久木原美紀【中種子町地域包括支援センター（☎ 27-1223）】
第 2層（第 1 圏域 : 星原・納官・増田担当）
生活支援コーディネーター
德永眞一・岩坪博秀【おたつめたつ（☎ 24-8555）】
第 2層（第 2 圏域 : 野間上・下担当）
生活支援コーディネーター
元川真一【中種子町社会福祉協議会（☎ 27-1845）】
第 2層（第 3 圏域 : 油久・南界・岩岡）
生活支援コーディネーター
日髙宗廣【南界園（☎ 27-8108）】

　今後、町内の色んなところへ出掛けていきますので、この顔を見かけたらお気軽に相談して下さい。又、
地域の色んな情報を教えて下さい。
　中種子町では町全体を第 1 層とし全体の担当者を配置、町内を 3 つに分け第 2 層とし各圏域ごとに
　担当コーディネーターを配置しています。

久木原美紀

德永眞一 岩坪博秀

元川真一 日髙宗廣
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　第 19 回南種子カップ種子島地区ジュニアサッ
カー新人大会が４月 14 日に南種子町多目的広場で
開催され、中種子 JFC が優勝の栄冠を手にしました。

婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
牧瀬　達男（伏之前）　　　山口　哲男（田　島）
田中　タエ（浜津脇）　　　折戸　松義（畠　田）
前平　イク（伊　原）　　　

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 7,993 人 ( 95) 出生 2 人

男　性 3,787 人 ( 49) 死亡 9 人

女　性 4,206 人 ( 46) 転入 124 人

世帯数 4,279 戸 ( 59) 転出 22 人

※（　）は前月との比較（４月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　４月中

火　事 3 件 うち建物 0 件

救　急 51 件 うち急病 39 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 1 件 ( -1) 11 件 ( 1)

死 者 数 0 件 ( 0) 0 件  ( 0)

負傷者数 1 件 ( ｰ 1) 14 件 ( 4)

※平成 31 年４月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 31 年４月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

  ４/13
立切　千尋 上　方

中村　彩乃 伊　原

  ４/13
石堂　勝彦 畠　田

羽島　清夏 西之表市

こんにちは赤ちゃん
女の子 名前 両親 集落

  ４/  1 折戸　佑
ゆ

菜
な

竜介・理沙 衣之平

  ４/  1 折戸　佐
さ

菜
な

竜介・理沙 衣之平

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

  3/30 山下　末一 池之平 93 歳

  3/30 雨田　和人 輪之尾 49 歳

  4/  2 德永　節子 上之城 88 歳

  4/  5 大村　健二 上　方 69 歳

  4/  8 豊　ハルエ 竹屋野 98 歳

  4/  8 山口　俊幸 田　島 63 歳

  4/10 牧瀬　德子 伏之前 79 歳

  4/14 田中　禮藏 浜津脇 90 歳

  4/16 前平　ミサ子 伊　原 85 歳

  4/20 折戸　キミ子 畠　田 79 歳

  4/22 遠藤　隆憲 中之町 87 歳

  4/26 田上　一枝 伏之前 75 歳

  4/27 石堂　正喜 畠　田 90 歳

訂正とお詫び
　広報なかたね５月号掲載の『製糖操業が終了
（P11）』の記事に誤りがございました。
　訂正してお詫び申し上げます。
誤　10a 当たり収量（kg）合計 5,088
正　10a 当たり収量（kg）合計 5,256
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保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

3（月）
集団健診 ~12 日 ( 水 ) まで
結核検診 ~13 日 ( 木 ) まで※ 8 日 ( 土 )
は除く

13（木）ぽかぽか教室 13:00~

14（金）乳幼児健診 (3~5 か月児 )
母子手帳交付 13:00~

15（土）おやこ食育教室 9:00~12:00
対象：増田小学校

20（木）乳幼児健診 (3 歳児 )
21（金）乳幼児健診 (9~11 か月児・1 歳 6 か月児 )

26（水）すこやかマタニティ教室
【種子島産婦人科医院】お産・母乳 13:00~

27（木）すこやかマタニティ教室
【保健センター】栄養 18:00~

28（金）母子手帳交付 13:00~

乳幼児健診
※保健センターで実施

受付時間 対象者 対象月齢

14 日（金）
9:00~  9:15 3 ～ 5 か月児 H 3 1 .  1 . 1 2 ～ H 3 1 .  3 . 1 3 

20 日（木）
12:45~13:00 3 歳 児 H 2 8 .  4 .  1 ～ H 2 8 .  5 . 3 1

21 日（金）
9:00~ 9:15 もうすぐ 1 歳児 H 3 0 .  8 .  1 ～ H 3 0 .  8 . 3 1

21 日（金）
9:15~ 9:30 1 歳児 6 か月児 H 2 9 . 1 0 .  1 ～ H 2 9 . 1 1 . 3 0

接種種類 接種期間 接種可能対象者

MR 混 合
２ 　 期 6 月   1 日～ 6 月 15 日 H25. 4. 2 ～ H26. 4. 1

日本脳炎
１ 期

6 月 17 日～ 6 月 29 日

H26. 4. 2 ～ H28. 4. 1

日本脳炎
２ 期 H21. 4. 2 ～ H22. 4. 1

日本脳炎
特 　 例 H13. 4. 2 ～ H14. 4. 1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

　予防接種を受ける際は事前に医療機関へご確
認・ご予約をお願いします。
※詳しい事については、保健センターまでご連
絡下さい。

行事・イベントなど
日 行　事

1（土）
～ 2（日）

子ども体験活動「親子ふれあいウォーク」

11（火）・地区中体連総合体育大会～ 14 日（金）
・町議会初日～ 21 日（金）

22（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30~

23（日）種子島地区スポーツ少年団交歓交流大
会・指導者研修会

公立種子島病院（㉖ 1230）

各科 診察日

眼 科 3（月）、4（火）、17（月）、18（火）

耳鼻咽
喉 科 13（木）、27（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

小 児
外 来 毎週火曜日（午後）、木曜日（午後）

消化器
外 科 毎週月曜日（午後）、火・水曜日

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

2（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

9（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

16（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

23（日） 田上診療所 ㉗ 0325

30（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

6（木） 赤ちゃん教室 (1 歳未満 )
父の日制作 福祉センター

11（火） 幼 児 学 級 (1 ～ 4 歳 児 )
父の日制作 福祉センター

25（火） 幼 児 学 級 (1 ～ 4 歳 児 )
七夕制作 保健センター

27（木） 赤ちゃん教室（１歳未満）
袋あそび 保健センター

中央保育所園庭開放日
※６月は 10 日（月）、24 日（月）です。
　活動への参加など、詳しくは「支援センター
おひさま」までお問い合せ下さい。㉗ 0031

予防接種医療機関日程
・田上診療所（月・金曜日の 14:00~16:00）
・種子島医療センター（月 ~ 土曜日の 14:00~16:00）
・公立種子島病院（金曜日の 16:00~）
・高岡医院は下記のとおり
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急便サービスしています！
中種子窓口から鹿児島港へ
12 時までの預かりで　　

　　　  17 時に鹿児島港へ
　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社
西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

島の四季彩
コマツナギ（マメ科）

【漢字表記】駒繋
【分布】本州～九州、中国中部
【生育地】日当たり良好な、

　　　　　　土手・路傍・荒地
　和名の由来は、「馬を繋ぎ止めるのに利用できるほど丈
夫なこと」というのが一般的ですが、「馬にとって、繋ぎ
止められたように動かないほどの美味しい植物」という
見解もあります。高さ 40 ～ 80cm になる草本状の夏緑
性の小低木です。葉は７～ 13 枚の小葉からなる奇数羽状

複葉です。花は、夏～秋、フジの花をミニチュアにした
ような形の淡紫色で、葉腋に直立して咲きます。山地の
日当たり良好な土手などでよく目にすることができる植
物です。しかし、その個体が在来のものかどうかという
疑問があります。それは、昭和 50 年代以降に盛んに行わ
れている道路法面等の緑化工法により、在来郷土種と称
し、中国・韓国・国内他地域からの種子が全国的に使用
されているからです。大陸産のものは、トウコマツナギ、
キダチコマツナギ、オオコマツナギなどと称されていま
す。雑種もあるようです。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

書類
サイズ（A3 まで）

重量 料金
１kg 以下 300 円

小荷物　重量 料金
  1kg 以下    800 円
  5kg 以下 1,000 円
10kg 以下 1,200 円
15kg 以下 2,000 円
20kg 以下 2,600 円
25kg 以下 3,200 円
30kg 以下 3,800 円

※詳しくはお問い合せ下さい。

　今年度、種子島中種子町観光・物産ガイドブック『Appi（あっ

ぴー）』をリーニューアルしましたので、ピックアップして紹

介していきます。

　興味のある方は役場企画課までお問い合せください。

㉗ 1111（内線 231・301）

第 4弾『旭町通り商店街へようこそ』（14~15 頁）


